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淋巴液中ノ細胞二關スル研究，殊二

     血液大軍核球起源二就テ

其10 葡萄状球菌静脈内注射ニヨル胸管

    淋巴液ノ短期及ビ長期観察

金澤讐科大學病理學教室（杉山教授指導）

助手 池  田  邦
    （昭和18年2月8日受附）

    κ〃〃毎認β ノ7eedo

武

内 容 抄 録

 葡萄状球菌ヲ家兎二静脈内注射シ，末梢血液申二大

軍核球ノ増加（最高15・6％ノ増加）ヲ認ムルヤ，夫ノ直

後二造リタル胸管痩ノ淋巴液白血球数ハ李均33400ヲ

算シ，夫ノ殆ソド全部ハ淋巴離日テ大軍核球ヲ認メ

ズ．：更二適応孔ヨリ連績流出スル淋巴液ヲ2日乃至3

日間二亙リ観察スルニ白血球数ハ漸…欠減少シ術後3日

冒愚闇原盤ノ％以下：sbナレリ．但シ大形淋巴塩山痩孔

形成直後二於テ既二健康家兎ヨリ高率ヲ示スモ漸次増

加ス（最高7・2％ノ増加）全観察申，大軍核球ヲ認メズ．

然ルニ組織球ハ屡k出現シ，2・0％二蓮セルモノアリ．

 一方末梢血液二五テハ，胸管淋巴液流出後数時闇ニ

シテ，’ｬ血中ノ淋巴嘘泣ハ著減（最高27・8％ノ滅少）

スルニ反シ，大軍核球ノ百分率ハ殆ンド終始動揺スル

コトナク，却テ更二強ク増加セルモノアリ．（術後ヨ

リ9．6％増加シ17・0％トナレリ）

 實験家兎ノ死後剖樵スルニ，心臓，肝臓，腎臓，大

腰筋，胃：膿血漿膜下等二膿瘍ヲ形成スルヲ認メタリ．

叉，淋巴液ノ固定染色標本ノ或モノニテ，葡萄状球菌

ヲ三親タリ．
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結 論

緒

 血液大箪核球ノ骨髄性獲生論ヲ支持スル論者

等（殊＝0．：Naegeli）ハ該細胞が生膿ノ細菌感

染ニョリ増加シ，其ノ際骨髄性細胞ト溝長ヲ共

ニスル事實ヲー根擦トシオレリ．余ハ嚢＝「ト

リパン青液，「カルミン液及ビ墨汁ヲ用ヒタル

言

モ，今回ハ細菌ノ静腿内注射ニテ流血中二大輩

核球増多症ヲ惹起シ得タルヲ以テ，斯ル際＝於

ケル胸管淋巴液細胞二就キ槍索シ数二報告セン

トス．

［ 1 ］
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第1章 實験材料及ビ實験方法

 實瞼材料トシテ2・5冠以上ノ健康ナル家兎4頭ヲ用

ヒ，豫メ耳朶ヨリ末梢血液ヲ軸重シ1cmm中ノ自血球

数ヲ算定後百分率ヲ固定染色標本亜二超生腿染色標本

ニテ楡索シ血液脂身二健全ナルヲ確定後，實験二着手

セリ．

 先ヅ本學細菌學客室ヨリ分譲サレタル黄色葡萄状球

菌ヲ3頭ノ家兎二通過サセ，夫ノ高力ヲ高張セシメタ
ル菌ニシテ，夫ノ致死量ハ1’rO・kg・0・2mg静脈内注射

ニテ家兎ヲ48時間ニテ死亡セシメタリ．

 カカル動物ノ臓器膿瘍ヨリ得タル菌ヲ塞天培養シ夫

ノ24時聞純粋培養ノモノヲ使用セリ．何レモ無菌生理

一食盤水ノ浮游液ヲ作り4頭ノ家兎二各kI，ro・kg・

0・15mg，0・1mg，0・05mg，0・01m9ヲ1回静脈注射セ
リ．

 カク，細菌注射後5日乃至10日脚テ，末梢血液申二

大軍核球櫓多症ノ惹起セラルルヤ，直＝例ノ如ク胸管

痩ヲ形成シ，流出スル淋巴液ノ白血球歎及ビ百分率ヲ

作り，更二胸管痩ヨリ連績流出スル淋巴液ヲ2日乃至

3日間二丁目ー一定時間毎二探取シ，併セテ淋巴液ヲ自

由二連績流出セシムル事ガ，カク大軍核球増多症ヲ惹

起セル血液白血球像二及ボス影響二就キ樵索セリ．

 而シテ百分率ノ算定ハ総テ「ノイトラル赤・ヤーヌス

緑超生盟染色標本並二May－Giemsa固定標本ヲ利用セ

リ，白血球敷算定ニハThonu－Zeiss計算板ヲ用ヒ顧

微鏡ハLeitz會杜1【6型ニテ接眼鏡第4及ビ油浸装i

置ヲ以テ観察セリ．

 超生乳染色標本IYi F固定染色標本ノ作製方法殊二淋

巴液ノ固定染色標本作製二三テハ二二敷二二ペタルヲ

以テ鼓二反覆セズ．

 細菌翻脈内注射ニテ，流血申二大軍核球増多症ヲ惹

起スル事ナク注射後，4日後二死亡セルモノ1頭アリ
タリ．即チPro． kg． O・15mgヲ無菌生理的食盟水浮游

液トシテ注射セルニ末梢血液申二，i討照Liiリ2・5％ノ

大軍核球ノ増加ヲ示セルノミニテ死亡セリ．部チ黄色

：葡萄状球菌ノ静脈内注射ニテ必ズシモ，常二流血中二

大軍核球増多症ヲ起シ得ルモノ目違ザルが如シ．

 而シテ細菌静領内注入實験二於テハ，色素溶液或ヒ

バ墨汁注入實験ノ如ク，長期聞ノ胸管淋巴液細胞ノ検

索ハ困難ニテ，下弓途中ニテ家兎バー般状態悪化シ死

亡セリ．

 家兎ノ死亡後，余ハ是ヲ剖梅シ髄内臓器ノ病竈ノ有

無ヲ観察セリ。

第2章 實 験 成 績

第1節

第1項

葡萄歌球菌静脈内注入ニヨ
             ｛
ル末楕血液白血球，殊二大

軍核球ノ消長二二テ

超生膿染色標本ニヨル観察

 余ハ例ノ如ク，末柵血液及ビ胸管淋巴液ノ淋

巴球ヲ大，中，小形淋巴球二分類セリ．分瀬法

二型シテハ既二記載セルラ以テ蝕二省略セ棚．

 實験成績ヲ表示スレバ次ノ如シ．

第1表 葡萄状球菌静脈注射が末楕血液白血球二及ボス影響 （超生前染色標本）

経過日撒
白球

血

各 種  白 血 球  百  分  率家番

e號｝ 穎粒性
ﾗ 胞

暇「エ」「嗜「エ」1嗜堅基

柱結?柱結 白血1球

小形1中形大形   淋巴球淋巴球

封  照

謔Q日目

9600

V200

68．5

W5．7

淋巴性
ﾗ 胞噌30；6

@13．9

54・1 9．9

W．3

淋巴球一          一 18．0

@7．3

7．2  5．4
P，415．2

1第3日目1220059・633・049・gl @1・2 8・5 7・5●14・0
 第4日目 9900 85・7 8・3 84・0    1・7 1・5 1・1

第5日目 10100i 58．21 34．41 50．4 7．81 11．ll 17．4

11．5

5．7

5．9

大軍
＿墜．

 O．9

 1．4

 6．4

 7．0

7．4

組織

萱o
o

o

o

o

観点
 胞
察激

酉
252」

214

摘  要

27総論シク
268・大箪核球増
 1加シ手術ス

第2表 葡萄歌球菌静脈注射が末楕血液白血球二及ボス影響 （超生燈染色標本）
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第3表 葡萄状球菌静脈注射が末梢血液自血球二二ボス影響 （超生饅染色標本）

各 種 白 血 球 百 分 率
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第4表 葡萄朕球菌静脈注射が末梢血液白血球二及ボス影響 （超生盟染色標本）

家 経 白 各 種 自 血 球 ’百 分 率 観察

兎二三 過日数 血球数

丁穎細

ｱ性胞
三門
b性胞
假三
O血」球

嗜白
~血」球
嗜自

K句
`球

小淋
b形球

中淋
b形球

大淋
b形球

大核

R球

組織球 細胞数 摘    要

『 一

一封  照 9600 48．1 24．9 40．4 1．9 5．8 18．4 5．8 0．7 4．3 0 251

第2日目 7600 72．7 24．5 68．1 0 22．5 1．0 1．0 2．5 0 231

第3日目 12900 59．9 28．3 52．8
1．41 5．7 21．3 2．4 4．6 10．5 0 200

第4日目 11300 73．9
1％．1

68．0
0．3i 5．6

12．0 8．4 3．7 2．0 0 197

4 第5日目
14200 80．3 13．7 75．7 0 4．6 12．0 1．7 0 6．0 0 235 食慾減退ス

第6日目 9900 77．6 16．5 73．6 0 4．0 11．0 2．4 3．1 5．9 0 275

第7日目 17100 83．3 9．5 81．1 0．2 2．0 7．0 1．4 1．1 7．2 0 312

第8日目 21400 82．9 10．9 75．4 0．5 7．0 6．5 2．3 2．1 6．2 0 212

第9日目 20300 75．0 9．5 69．2 0．8 5．0 4．2 2．4 2．9 14．6 0 200

第10日目 23100 54．6 30．5 50．5 0 4．1 26．0 1．4 3．1 14．8 0．1 312

 上記表二丁ス如ク，葡萄歌球菌ノ静脈内注射

ニヨリ白血球藪バー時，封照ヨリ僅二減少スル

モ其ノ後一般二強ク増加ノ傾向ヲ示シ，穎粒性

細胞ノ増加バー般二白血球数ト並行ス．嗜「エ

オヂン細胞バー般二減少スルモ，大網核球ハ増

加シ，第2號家兎ニチハ封照ヨリ14．7％ノ増加

ヲ示セリ．

     第5表 葡萄歌球菌静脈注射が末梢血液白血球＝及ボス影響

   第2項固定染色標本ニヨル観察

 固定染色標本ニテ余ハ血液中田二淋巴液中ノ

淋巴球ヲ例ノ如ク細胞ノ直径二慮ジ，大，中，

小形淋巴球二分類シ，更二是ヲ原形質ノ三三基

性度ニヨリ既二詳細二記載セル如ク，張嗜i盤基

性ト弱惑乱基性トニ画分セリ．

 實験成績ヲ表示スレバ次ノ如シ．

          （超生埋染色標本）

家  虚 幻 各種白血球百分率
兎 過、 血 小形淋巴球 中形淋巴球 大形淋巴球 摘  要
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第6表 ：葡萄1伏球菌静町内注射が家兎末楕血液白血球二巴ボス影響

            （固定染色標本）
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第7表 ：葡萄1伏球菌静脈内注射が家兎末梢血液白血球二及ボス影響

            （固定染色標本）
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第8表 葡萄状球菌静脈内注射が家兎末梢血液白血球二及ボス影響

            （固定i染色標本）
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日数’ 球数 穎細

ｱ性胞
淋細
b性胞
假白
l隅1」球

嗜白
蜑ｺ」球

嗜欲

ﾕ血
誾

弱盤
郞n性

強盤

@基n性｝＿T 一＿  ＿
弱盤
､嗜性

吟声盤

@基
n性

弱盤

@基
n性

強盤

@基
n性

大核

R球

組織球

封  照 9600 51．2 47．6 47．5 1．4 2．3 38．2 0 6．7 0 2．7 0 1．2 0

第2回目 7600 74．3 22．3 70．6 0 3．7 1．8 0 15．6 0 4．9 0 3．4 0

第3日目 12900 60．3 38．0 57．8 0．2 2．3 14．6 0 17．8 0 5．6 0 1．7 0

第4日目 11300 73．4 24．0 70．6 o．9 1．9 12．6 0 10．2 0 1．2 0 2．6

4
第5回目

謔U日目

14200

№№盾

81．1

W2．3

15．2

P1．0

79．6

W0．7

0．7

@0

0．8

P．6

6．2

W．5

00 7．8

@0

00  0

Q．5

3．7

U．7

第7日目 17100 83．3 4．1 83．1 0 0．2 2．4 0 0．6 0．7 0 0．4 12．6

第8日目 21400 80．9 7．8 80．2 0 0．7 6．2 0 0．2 0 0．4 1．0 11．3 0

第9日目 20300 70．6 16．3 70．6 0 0 9．2 0 5．7 0．2 0．6 0．6 13．1 0

第10日目 23100 56．0 28．7 「 56．0 0 0 21．0 0 6．2 0．5 0．6 0．4 15．7 吃0

 上記表二示ス如ク，細菌ノ下脹内注射ニヨリ

末梢血液白血球数バー時減少ノ傾向ヲ示スモノ

アルモ，一般二二明二増加シ穎粒性細胞ノ増加

ハ是二並行ス．大輩核球ハ家兎第2號及ビ99 4

［ 4 ］
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二二於テ著明二増加シ，家兎第2號ニチハ封照

ヨリ15．6％ノ増加ヲ示セリ．

 其ノ他ノ細胞ニテ，特＝注目スベキモノナキ

モ，嗜盤基性細胞ハ比較的出現スルニモ不拘

嗜エオヂン細胞ハ減少セリ．

   第2節葡萄歌球菌欝脈旧注射ニ

      テ末梢血液内二大二巴球増

      多症ヲ起セル家兎ノ胸管痩

      形成直後ノ淋巴液細胞二就

      テ （短期観察）

     第1項 白血球数
                   も 白血球二一最高39700，最：低21600ニテ其ノ

平均ハ33400ヲ呈ス，

  第2項超生艦染色標本＝ヨル槻察

 血液申二高度ノ大野核球増多症ヲ起スヤ，直

二造リタル胸管痩ヨリ流出スル淋巴液中ノ細胞

ヲ超生平染色標本ニテ槍索セル成績ヲ示セバ下

記表ノ如シ．

第9表 葡萄状球菌静脈注射家兎ノ胸管淋巴液ト末梢血液白血球二丁ボス比較

             （超一三染色標本）

          （胸管淋巴液雪踏穎粒性細胞ヲ含マズ）

家

兎

番

號

1

2

3

4

最大

最小

卒均

胸 管 淋  巴 液

白

血

球

激

34900

21600

39700

37700

各種細胞百分率

小
形
淋
巴
球

84．9

87．0

90．5

84．0

397001 90．5

216001 84．0

334001 86．60

墨

形
淋
巴
球

8．6

10．0

4．0

8．6

10．0

4．0

7．80

大
形
淋
巴
球

5．7

3．0

5．2

7．0

7．0

3．0

大細
艶
姿
球
様胞

 o
 o
 o
O．2

0．2

 0

5．22 O．05

O．8

O．3

0．2

O．32

01 10s

観

察

細

胞

数

656

477

668

550

656

477

587

末 梢 血 液

1饗坤ノ288927 2605彌 3

白

血

球

歎

10100

14400

15700

23100

23100

10100

彌
1cmm中ノ
實 数

各 種 細 胞 百 分 率

假白

「血

エ
」球

50．4

51．

57．0

50．5

蕊
50．4

52．42

6971

三白

「釦

エ

L球

 0
1．3

 0
 0

1．3

 0

0．32

 42

嗜自

盤血

基球

7．8

5．1

 0
4．1

7．8

 0

小
形
淋
巴
球

11．1

16．8

29．0

26．0

29．0

11．1

4．25

565

20．72

2755

墨

形
淋
巴
球

17．4

0．9

2．0

1．4

17．4

0．9

5．42

720

大
形
淋
巴
球

5．9

9．1

2．5

3．1

9．1

2．5

5．15

817

大

軍

核

球

7．4

15．0

9．5

14．8

15．0

7．4

11．60

1542

組

織

球

 o

 o

 o

O．1

O．1

 0

O．02

 2

観

察

細

胞

数

26

as

oo

312

312

20

258

 上記表二示ス如ク，末梢血液中＝最高15．0

％，最低7．4％，二二11．60％ノ大軍核球増多症

ヲ認ムルニ不拘，胸管淋巴液申ニハ大箪核球ヲ

認メズ．

 而シテ胸管淋巴液中ノ細胞ノ殖ンド全部ハ淋

巴球二二シ全細胞ノ99．62％ヲ占メ，内小形淋

巴球ハ最高90．5％，最低84．0％，雫均86・60％

ニテ，中形淋巴球ハ最高10．0％，最低4．0％，

準均7．80％，大形淋巴球ハ最：高7．0％，最：低3・0

％，準均5．22％ヲ示ス．

 而シテ大軍核球様細胞ハ4例中1例＝於テ認

メ0・2％ヲ示シ，組織球ハ殆ンド常二認メ最高

岬％ニテrp均O・32％ヲ呈セリ・

  ’第3項固定染色標本＝ヨル観察

 血液中二大盛核球増多症ノ起ルヤ，直二造レ

ル胸管痩ノ淋巴液細胞成分ヲ固定染色標本＝デ

槍索セシ成績ハ次ノ如シ．

C 5 ］
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  上記表＝示ス如ク，末梢血液中二最高

 15．6％，最低8．5％，雫均12．17％ノ大軍核

 球ノ増多症アルニ不拘，胸管淋巴液申ニハ

 大輩核球ヲ認メズ．

  而シテ胸管淋巴液中ノ白血球ノ殆ンド全

 ：部ハ淋巴球二罵シ，小形淋巴球ハ最高88．2

 ％，最：低71．7％，亭均79．42％，中形淋巴球

 ハ最：高16．2％，最：低4．8％，平均11．82％，

 大形淋巴球ハ最高12．1％，最低4．7％，平均

 8．20％ヲ示ス．而シテ4例中1例二於テ組

 織球ヲ認メ2．0％ヲ示ス．其ノ他ノ細胞ハ認

 メズ．

    第3節胸管痩ヨリ蓮綾流出

       スル淋巴液細胞ノ時間

       的観察 （長期観察）

’ 上記實験成績ハ血液中二大輩核球増多症

 ヲ起セル場合ノ胸管痩形成直後ノ淋巴液細

 胞成分ナルモ，更二野ヨリ蓮績流出スル淋

 巴液ヲ12時間乃至3日間二互リ観察セリ．

 自Pチー定時間毎二淋巴液ヲ採取シ，夫ノ白

 血球数ヲ算定後，超官戸染色標本即日固定

 染色標本＝テ百分牽ヲ作レリ．

  其ノ實験成績ヲ示セバ次ノ如シ．

  但シ，藪日二互ル観察ニハ第1日目ノ實

 験絡了後，三重＝手術竈二「メルクロクロ

 一・一ム」ヲ塗布シ「ヨード，フォルム，ガーゼ」

 挿入後，輕ク皮膚縫合セリ．

  第1項 超生髄染色標本＝

      ヨル胸管淋巴液細胞

      ノ時間的観察

管掌成績ヲ三省バ次ノ如シ．

［ 6 ）
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家

兎

三

三

1

経

過

時

間

手術直後
術後3時聞

同 5時平

臥 8時間

同 12時間

第11表  胸管淋巴液細胞ノ時間的観察

（超生髄染色標本）

白 各 種 白 血 球 百 分 率 観
レ 察血球

小淋

@巴
中淋

b
大淋

b

  r大仁胞

R檬

組織 大核
細胞

数 形球 形球 形球 核測 球 軍球 数

34go6 84．9 8．6 5．7 0 0．8 ℃ 656

38200 82．3 8．9 8．4 0 0．4 0， 731

36700 77．6 13．6 7．5 ol 1．3 0 519

35500 77．4 12．4 10．0 ol 0．2 0 687

30400 79．5 10．7 9．6
o．21  i

0 0 757

第12表  胸管淋巴液細胞ノ時間的襯察

（超生髄染色標本）
、

家 経 白 各 種 白 血 球 百 分 率 観
察兎番 同時 血球

小淋

@巴
中淋

b
大淋

b
大球胞

R様
組織 大気

細胞

號 間 数 油球 形球 形球 核細 球 軍球 数

〔 手術直後 21600 87．0 10．0 3．0 0 0 0 477

術後2時間 22500 88．3 7．0 4．7 0 0 0 517

同 4時間 21900 84．7 12．1 3．2 0 0 0 682

2
同 6時間 20500 76．2 17．5 6．1 0 0．2 0 478

同 10時間 19700 84．0 10．7 5．3 0 ’0 0 537

（2目目）同26時間 20400 74．8 15．6 9．5 0．1 0 0  一S69

同 30時間 14600 71．2 エ4．1 4．7 0 0 0 525

同 35時間 10200 77．1 15．3 7．5 0．1 0 0 617

第13表  胸管淋巴液細胞ノ時聞的槻察

（超生髄染色標本）

家 経 白 各種白血球百分率 観
察隔番 過時 ！血

小淋

@巴
中淋

@巴
大酒

@巴

  「大球胞

R標

組織 大弓一 細胞 摘    要

號 間 数 形球 形球 形球 核細 球 軍球 数

手術直後 39700 90．5 4．0 5．2 0 0．3 0 668

術後2時間 33500 86．9 7．4 5．7 0 0 0 689

同 4時間 31200 86．3 畿2 10．3 0 1．2 0 542

同 7時間 34200 79．8 8．7 11．5 0 0 0 674
ρ

同 10時間 31500 83．9 6．5 9．6 0 0 0 555

（2日目）同26時間 20600 82．8 9．4 7．6 0．2 0、 0 547 大形淋巴球ニテ2
jノモノ1個アリ

同 30時間 19500 77．7 11．6 10．6 0 0．1 0 615

同 35時聞 15800 76．9 10．7 12．4 0 0 0 628

［7 ）
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第14表  胸管淋巴液細胞ノ時闇的観察

（超生干染色標本）

家 経 白 各種白血球百分率 観
察兎番 十時 血球

小淋

@巴
申淋

@巴
大晦

@巴
大曲胞

R檬

組織 大匠 細胞 摘    要

號 間 数 形球 形球 歯噛 核細 球 軍球 数

手爾直後 37700 84．0 8．6 7．0 0．2 0．2 0 550

術後3時間 30300 86．2 6．4 7．4 0 0 ’0 585

同 5時間 33200 85．9 7．5 6．6 0 0 0 517

同 8時間 31700 90．3 4．7 5．0 0 0 0 571

同 12時間 30500 79．7 12．5 7．6 0 0．2 0 ’620

41 （2日目）同26時間     じ 21700 79．8 11．7 8．4 0．1 0 0 670

同 30時間 20600 81．8 8．6 9．6 0 0 0 600

同 34時間 22900 79．9 9．6 10．5 0 0 0 465

同 38時間 20800 76．1 10．5 12．6 0．1 0．7 0 315 大形淋巴球脚テ2
jノモノ3個アリ

（3日目）同50時間 19500 77．0 11．6 11．4 0 0 0 265

同 55時閻 14600 79．0 10．4 10．5 0 0．1 ・ 0 200 大形淋巴球ニテ2
jノモノ1個アリ

同 60時間 12200 76．2 12．4 11．4 0 0 0 217

 上記表＝示ス如ク，60時間ヲ最長時間トシテ

観察セリ．淋巴液ハ1時間内二約4cc乃至5cc

ノ流出ヲ見ルヲ普通トスルモ，時二増減アリテ

ー蝿叩ズ．殊同時闇ヲ経ルニ從ヒ漸次減少ノ傾

向ヲ示セリ．

 胸管淋巴液中ノ白血球数ハ飛電形成後，少ク

1・モ数憎憎内ハ著シキ攣動ヲ示サザルモ，大約

24時間以後ニテ始メテ認ムベキ減少ヲ生ジ，術

後3日目目印リテ日原数ノ大約施トナルモノア

リ・帥チ第4號家兎＝テハ手術直後：37700ア

リシ白血球数ハ術後3日目ノ60時間後ニチハ

12200二減少セルが如シ．

 而シテ痩孔形成直後二於テ，中形淋巴球及ビ

大形淋巴球ハ健康家兎ヨリ高率ヲ野外モ時間ヲ

経ルニ從ヒ漸次増加シ第3號家兎ニチハ術後35

時聞ニシテ手術直後ヨリ7．2％ノ増加ヲ示ス．

 時二即吟核球様細胞ヲ認メ最高0．2％ナリキ．

 全槻雪中，大軍核球ヲ認メズ．

 然ルニ組織球ハ屡々出現シ，最高6．9％ラ示

ス．（第1號家兎術後5時間目）

   第2項固定染色標本ニヨル胸管

     淋巴液細胞ノ時間的観察

 實験成績ヲ表示スレバ次ノ如シ．

第15表 胸管淋巴液細胞ノ時間的観察

（固定染色標本）

家 経 白 各種白血球百分率 観

兎 過 血 小形淋巴球 申形淋巴球汰形淋巴球 察
組 大 細 摘    要

一番 時 球 弱盤 張盤 弱盤 強飯 弱々 強面 軍

號 間 歎
．基

n性
 中

､性
 基

n性
 基

n性
 陸

c性
 基
U性

織球
核球

一一

L

  一   一  ■ 一 一 一 一

手術直後
p後3時間

34900

R8200

73．2

W3．5

00 9．9

S．6

6．2

S．3

1．1

O．3

7．7

U．5

2．0

@0
、 0

@0
1152

P142 大形淋巴球ニテ直
ﾚ核分裂3個アリ

1
同 5時間 36700 79．3 0 9．4 3．2 0．9 6．9 0．3 0 1143

標本中葡翻伏球菌ヲ認ム

同 8時間 35500 79．1 0．8 7．6 2．3 0．1 8．9 0．2 0 1136

一 12時聞 30400 82．6 0．3 6．5 1．7 0．2 8．7 0 0！ 1027 ．

t 8 ］
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第16表 胸管淋巴液細胞ノ時聞的観察 （固定i染色標本）

家 経 白 各種白血球百分率 観

兎 過 血 小形淋巴球申形淋巴球 大形淋巴球‘
@    組

察

番 時 球 弱藍

@基
強電弱監
@基 基

強盟

@基
弱監

@基
強盟

@基
 電D

大軍核

細胞 摘    要

號 間 数 嗜性 嗜性 嗜性 嗜性 嗜性 二二 球 球 数

手術直後 21600 81．3 3．3 3．3 6．9 0．3 4．4 0 0 1353

術後2時間 22500 90．1 1．7 0．7 4．5 0 3．0 0 0 1127

同 4時間 21900 82．3 0．5 4．7 6．5 0．2 6．2 0 0 1245

2
同 6時聞 20500 81．7 0 5．2 5．7 0．7 6．7 0 0 1315 大形淋巴球ニテ直

ﾚ核分裂1個アリ
同 10時間 19700 81．7 0．7 6．6 4．7 0 6．3 0 0 412

（2日目）同26時間 20400 78．1 4．2 5・窪 7．5 0．1 4．7 0 0 267
標本中葡萄状球菌ヲ認ム

同 30時間 14600 76．8 4．5 6．8 6．4 0 5．7 0 0 415

同 35時1琶 10200 75．1 5．1 6．5 5．7 0．2 7．4 0 0 421

第17表 胸管淋巴液細胞ノ時間的観察 （固定染色標本）

家 経 白 各種白血球百分率 観

兎 過 血 小形淋巴球中形淋巴球；蝿 察

番 時 球 弱目

@基
強堅

@基
一盛

@基
下目

@基
弱堅

@基
強盟

@基

組織 大軍核

細胞 摘    要

號 間 数 嗜性 嗜性 嗜性 嗜性 嗜性 嗜性 球 球 歎

一  一

手術直後 ．39700 87．7 0．5 0．9 3．9 0．6 6．4 0 1316

術後2時間 33500 87．5 0 1．2 3．7 0 7．6 0 0 1241

同 4時間 31200 86．7 0 0．7 4．1 0 8．5 0 0 1164

3 同 7時間 34200 80．5 0 3．5 6．0 0．7 8．1 1．2 0 1352 大形淋巴球ニテ直
同 10時間 31500 84．1 0．3 2．4 5．6 0．5 7．1 0 0 1114 接核分裂4個，間

（2日目）同26時間 20600 84．0 0 3．4 4．5 0 8．1 0 0 1225 接分裂2個

同 30時間 19500 84．8 0 3．1 4．7 0 7．2 0．2 0 1176

同 35時間 15800 81．8 0 4．1 5．6 0 8．5 0 0 1162

第18表  ・胸管淋巴液細胞ノ時間的観察 （固定染色標本）

家 経 白 各 種 白 血 三百 分 率 二

兎 過 血 小Z淋巴球 跡形淋巴球 大形淋巴球 1 察

番 時 球 弱吟

@基
強盟

@基
弱盤

@基
臣民

@基
弱監

@基
強監

@基

組織 詣農
細胞

號 間 敷 嗜性 法性 嗜性 嗜性 嗜性 嗜性 球 球 数

一 手術直後 37700 71．5 0．2 16．2 0 12．0 0．1 0 0 13

術後3時間 30300 80．1 0 10．2 0 8．5 1．2 0 0 114
’

同 5時間 33200 72．4 0 17．6 0 7．6 2．4 ・0 0 112

同 8時間 31700 74．0 0 11．5 0 8．1 6．4 0 0 135

同12時間 30500 78．6 0．5 8．2 0．5 8．4 3．8 0 0 1427

4
（2日目）同26時間 21700 78．9 0 7．6 1．2 5．2 7．1 0 0 177

同30時間 20600 79．7 0 8．5 1．5 4．1 6．2 0 0 13

同 34時間 22900 73．7 1．2 7．6 4．5 5．6 7．4 0．1 0 142

同 38時間 20800 83．1 0 5．6 3．6 3．2 4．5 0 0 137

〔3日目）同50時間 19500 74．4 0 9．4 4．1 1．5 10．5 0．1 0 12

鳳塒間 14600 69．5 0 8．1 3．6 6．4 12．4 0 0 1411

同 60時間 ユ2200 66．1 0 ユ0．5 4．4 10．5 8．5 0 0 1ユ24

［ 9 1
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 上記表二二ス如ク，二二形成直後二二テ・中

形並二大形淋巴球ハ健康家兎二面シ高率ヲ示ス

モ，手術後ノ時間ヲ経ル＝從ヒ釜々増加シng 4

號家兎ニチハ60時聞後二，手術直後ヨリ2・0％

ノ増加ヲ示セリ．而詫テ他ノ家兎二郎テモ同様

＝大形淋巴球，殊二強弓盤基性原形質ヲ有スル

淋巴球ノ増加ヲ認ム．

 固定染色標本ニテ大軍核球ハ常二認メズ．組．

織球ハ墨々認メ最高ハ第1號家兎ニテ痩孔形成

直後二於ケル2．0％ナリ．

  第4節 胸管淋巴液放出が末梢血液

    白血球像二及ボス影響二就テ

 上記實験ノ際淋巴液放出ト共二時間二二家兎

ノ耳朶ヨリ血液ヲ剥取シ1cmm中ノ白血球数ヲ

算定後，超生饅染色標本並＝固定染色標本ヲ利

用シ白血球百分率ヲ作レリ．但シ，血液採取昌

ハ家兎ヲ手術位カラ正常位＝復サシムルカ，或

ヒバ手術位ノ儘頭部ヲ高クスベシ．然うザレバ

手術中，背攣目固定サレタル家兎ノ頭部ハ低位

置ニアル爲，耳朶ハ修血シ血液採取ハ困難ナル

ノミナラズ百分牽作翼翼誤差ヲ生ズベシ．

 出島減績ヲ表示スレバ次ノ如シ．

第19表 淋巴液放出が末○血液白血球＝及ボス影響

  （超生口染色標本）

各 種 白 血 球 百 分 率ノ
経過時間 白血球敷

穎細
ｱ性胞
淋細
A性胞

嗜三

W血
誾

小淋

@巴
L田

中淋

@巴
`球

大面

@巴
`球

大核

R慮

組織球

観察細胞数

術   前

p後4時間
ｯ 6時閻
ｯ 10時間

10100

X800

V200

V600

58．2｝24．4

V3，412．1

V1，411．

V1，111．9

假白
?戟v球50．472．070．270．1

嗜白
ｶ血」球『 一 〇〇．7 1．0 0

7．8

O．7

O．2

P．0

11．1

S．9

S．2

T．7

17．4

T．5

T．2

S．6

5．9

P．7

Q．5

P．6

7．4

P4．5

P6．7

P7．0’

0000 22121247

第20表 淋巴液放出が末○血液白血球二及ボス影響

 一（超生髄染色標本）

家 経 白 各 種 白 血 球 百 分 率 観察

出番號 過時 、

ﾔ

血球数

穎細

T
淋細
b性胞
假白
O血」球

嗜白
`血」球

嗜白
繻穴

球�

淋 

b伊
�

淋 

b形
�

聖 

b形
�

核軍

�

織球� 胞数

  �

� ｝�
  一    一�

����   前� 4400� 8．2� 6．8� 1．8� ．3� ．1� 6．8� ．9� ．1� 5．0� � 5
�

後3時間� 0300� 2．5� 2．8� 2．5� � � ．9� ．2� ．7�4．7� � 3

 5時間� 800� 2．4� 1．4� 2．4� � � ．3� ．7� ．4�6．2� �

�  8時間� 2100� 2．8� 1．6� 8．1� ．7� ．0� ．4� ．1� ．1� 5．6� �

 12時間� 0100� 2．3� ．2� 0．2� ．1� ．1� ．7� ．2� ．3� 8．4� �

2日目う同25時聞� 600� 1．2� 1．1� 1．2� � � ．2� ．3� ．6� 7．7� � 1

 27時間� 7700� 1．2� ．8� 0．0� ．5� ．7� ．1� ．1� ．6� 9．0� � 5

 32時間� 800� 2．3� 0．7� 2．3� � �．5� � ．2�
17．0�

� 1

 ld ］
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家

兎

三

時

3

家

兎

番

號

  第21表 淋巴液放出が末○血液白血球二及ボス影響

    経

   過
    時

    間

    術   前

    衛後3時闇

    同 5時間

    同 8時間

    同 11時間

（2日目）同 25時間

    同 28時間

    同 34時聞

  第22表 淋巴液放出が末○血液白血球二及ボス影響

経

過

時

間

（超生盟i染色標本）

    術一 前

    術後2時間

    同 4時間

    同 6時間

    同 10時間

    同 13時間

（2日目）同，25時間

    同 27時間

   伺 32時聞

    同 36時間

    同 40時間

（3日目）同48時間

    同 53時間

’   同 56時間

白 各 種 白 血 球 百 分 率 観
察血球数

穎細
ｱ性胞
淋三
b生身
假白
?戟v球

嗜自
x血」球

嗜白

ｬ血
誾

小淋

@面
`球

註解

@面
`球

大慌

@面
`球

外核

R勢

組織球
細胞数

一15700 57．0 33．5 57．0 0 0 29．0 2．0 2．5 9．5 0 252

12800 58．0 13．6 58．0 0 0 10．5 1．7 1．4 18．4 0 221

11400 73．6 11．8 73．6 0 7．4 2．5 1．9 14．6 0 246

10200 73．8 6．7 73．8 0 0 3．7 1．0 2．0 19．5 0 212

7600 74．7 8．6 74．6 0 0．1 5．4 1．5 1．7 16．7 0 255

9200 78．2 9．5 77．9 0．3 0 2．4 2．1 3．0 14．3 0 227

8500 75．8 6．7 75．6 0 0．2 3．6 1．0 2．1 17．5 0 214

9600 76．1 5．7 76．1 0 0 4．2 0．5 1．0 18．2 0 222

4

白

血

球

数

（超龍燈染色標本）

23100

19500

15500

14800

17600

21500

10500

11700

12800

10100

1ユ300

7400

8700

6500

各種白血球百分率
穎細
粒
性胞

54．6

61．1

68．2

68．1

62．0

58．5

65．7

70．0

69．5

62．7

73．4

64．0

62．7

60．4

淋細
巴
性胞

30．5

21．2

13．2

12．4

14．4

20．1

14．7

15．3

12．0

17．5

11．0

ユ5．3

15．9

18．4

假白
「血
ご球

嗜白
1；血

」球

50．5

61．1

68．2

68．1

62．0

57．3

65．7

69．5

69．4

62．7

72．9

64．C

62．7

60．4

曜泊
盤血
基球

 8

8A（

瑠

鴨

 g，

 o

4．1

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0

0．1

 0

0．5

 0

 0

 0

小淋
 占
形球

26．0

11．5

8．4

7．3

8．5

7．3

6．4

4．7

4．3

5．6

2．5

6．9

7．6

4．5

中淋
 巴
三二

1．4

3．5

 0
 0
1．2

7．4

2．1

3．5

3．2

4．2

3．3

4．1

2．1

6．5

大淋
 巴
二二

3．1

6．2

4．8

5．1

4．7

5．4

6．2

7．1

4．5

7．8

5．2

4．3

6．2

7．4

大核

軍球

14．8

15．7

18．6

19．5

23．6

21．4

19．6

14．7

18．4

19．7

15．6

20．7

21．4

21．2

組
織
球

O．1

 0

 0

 0

 0

 0

 0

 0
0．1

 0

 0

・o

 o

 o

観

心
数

31

23

314

351

31

31

32

31

317

32

31

331

312

第23表 淋巴液放出が末○血液白血球二及ボス影響（固定染色標本）
’K

家  〆o 白 各 1種 自 血 球 百 分 率

兎 過 血 穎 淋 假白 嗜白 嗜自 小形淋巴球 申形淋巴球 大形淋巴球 大 組
粒 巴

一
時間 球敦 性細胞 性細胞 』血

k球

「血工」球

匿千

°

弱盤
血^性

強下
繹ﾝ性 基
 1沫附~監
@ 不n性嗜性

洋盤
賰b工

強下
m嗜性

一一球

織球

■

．術   前 10100 50．6 40．9 50．6 0 0  1Q4．0 0 6．812．7 7．2 0．2 8．5 0

1
術後4時間 9800 65．3 19．7 65．3 o 0 9．0 0 2．0 4．1 0．5 15．0 0

同 6時間 7200 66．6 19．2 0．2 0 11．3 0 3．7 1．7 2．5 0 14．2 0

同 10時間 7600 66．6 18．3 66．3 0 0．3 10．2 0 3．5 1．2 3．3 0．1 15．1 0

［ 11 ］
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第24表 淋巴液放出が末○血液白血球論及ボス影響 （固定染色標本）

各 種 自 血 球 百 分 率
家兎 経過 白血

穎粒 淋巴 倒嗜
r工」
嗜白 小淋巴球形 申淋巴球形 大淋巴球形 大軍． 組

摘  要
番號 時間 球数 性細胞 性細胞 白血球 白血球 盤血

誾

譲基湾刃性監性

嗜竪性
弱基騒基
@ 嗜
@ 璽性 盤割

弱基台網
n1嗜  盤性 核球

織球

｛一一一
一   一 一 一一  一    一 一 一 … 皿  一

一
一 一

一術   前 14400 5Q・4 33．8 50．4 0 0 26．4 1．2 2．2 1．2 0．6 2．4 15．6 0

術後3時間 10300 76．1 7．8 76．1 0 0 5．5 0．5 0 0．7 0 1．1 16．1 0

同 5時間 9800 71．0 11．9 71．0 0 ／0 10．7 0 1．0 0 0 0．2 17．1 0

2    同 8時間

@  同 12時間
i2目目洞●25時間

@  同 27時間

@  同 32時間

12100

P0100

W60076．7

V70070．3

X80q74．9

68．1

W0♂2

13．2

T．2

W．2

P5．0

W．1

67．7

W0．2

V4．7

V0．3

V4．9

0．3

@0
O．2

@0
@0

0．1

@0
@0
@0
@0

10．2

T．2

U．7

PQ．5

V．4

0．3

@0
@0
@0
@0

1．5

@0
@0
P．0

@0

 0

@0
O．5

P．0

@0

1：i騰i乞1艦：1

0000

0大形淋巴球
@ニテ直接核
@分裂2個ア
@リ

第25表 淋巴液放出が末○血液白血球二及ボス影響（固定染色標本）

各 腫 自 血1 球 百 分 率
家兎 経過 白血

穎粒

巴

酬劇嗜 「工」「工」 嗜白 小淋巴球形 中淋巴球形 大淋巴球形 大  ロロ 組

摘  要
番號 時間 球数 性細胞 性細胞 臼皿球 白血球

基球盤性

竪血弱回腸基
@ 階1嗜

盤性

弱基騒基
n 嗜
ｿ性盤性

弱三
ﾆ習性

謬基二三割球
織球

『3
   術   前

@  術後3時間
@  同 5時間
@  同 8時間
@  同 11時間
i2日目）同25時間

@  同 28時間

@  同 34時間

1570055．O
@ t1280065．6  11140064．8

A0206168酒  4760071．3  「920079．5  1

  7

W50075．6  1

X60Q72．6

20．0

P6．7

P3．6

一1－P一蛛Fl  I  64．8  1  68．5  1  71．2  16，379．5  1匿：1儲

 0

@0
@0
O．1

@0
@0
O．1

@0

一1一@〇24．5

O．3

@0

 i
撃戟p1：l l O12．5艦  6．4  ．7．2

0．4

O．5

@0
O．3

@0
@0
O．1

@0

4．0

O．1

O．4

O．8

O．9

P．0

@0
@0

8．0

V．0

S．1

Q．5

P．7

O．5

O．7

R．5

1．6

@0
@0
@0
O．1

@0
@0
O．3

1．29．3

O．16．1

O，416．2

O，614．7

O，415．1

O．14．2

O，117．1

@0，15．9

 0

@・0

@0
@0
@0 、

@O
?O

大形淋巴球oニテ直接核分裂像1個

第26表 淋巴液放出が末○血液白血球二及ボス影響（固定染色標本）

各 種 白 血 球 百 分 率
家兎 経過 自血

高郷 淋巴 假r工」 嗜rエ」 嗜白小1淋巴球形 跳矧塩煮 大軍 組

摘  要
番翠 時間 球数 性細胞 性細胞 白血球 白血球

盤血弱基
@ 嗜

x甦盤性
強弓旧基強基弱三門三
蜻骼F州嗜  盟性．盤性盤性

盟性球

核
織球

一一一一 一一『 一r術   前 23100 56．0 28．7 56．0 0 21．0 0 6．2 0．5 0．6 0．4 15．3 0 、

術後2時間 19500 74．7 11．2 74．7 0 0 10．5 0 0 0 0 0．7 14．1 0

4

   同 4時間

@  同 6時間
@  同 10時間
@  同 13時間     ⊃

i2日目）同25時間
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@  同 32時間
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0．5

@0
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@0
@0
@0
@0

 0

@0
@0
@0@011 0110．7

0．6

O．8

O．5

O．9

O．5

O．7

O．4

16．5

P7．1

P4．5

P3．7

P4．2

P8．2

P9．6

大形淋巴球Z轟テ直接核分裂像1個

   同 36時間

@  同 40時間
i3日目）同48時間

1010071．5
P130075．2甲 740070．7

10．0

V．4

P2．7

70．8

V5．

V0．6

0．7

@0
O．1

000
44．6

S．2

U．5

 0

@0
O．1

4．1

Q．5

S．6

0．7

@0
@0

 0

@0
O．5

0．6
奄n．7

P．0

18．5

P7．4

P6．7

000

大形淋巴球~ニテ直接核分裂像2個

同 53時間 870072．2 11．9 72．2 0 0 7．1 0 3．7 0．5 0 0．6 15．9 0。｝

1

同 56時間 650076；7 7．2 76．7 0 0 4．5 0 1．5 0．2 1．0 16．1 0
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 上記表二示ス如ク，胸管淋巴液放出後，数時

間ニシテ末楕血液白血球数ハ著減シ，更二漸次

釜々減；少シ，家兎第；4號ニチハ術前23100アリ

シ白血二二ハ術後56時間目ニハ6500二減少シ丁

数ノ1／3”vaトナリ，其ノ差ハ16600ナリ．

                    へ 而シテ末梢血液淋巴二二モ淋巴放出三時聞ヲ

経ルニ從ヒテ益々減少シ，家兎第3號ニチハ超

生艘染色標本＝テ術前33．5％アリシ淋巴球ハ34

時間後aハ5．7％トナリ，固定染色標本ニテ術

前35．7％アリシ淋巴球ハ同ジク34時間後ニハ

11．5％トナリ，其ノ差ハ各々27．8％及ビ24．2％

ヲ示セリ．

 組織球ヲ家兎第4號ニテ2回認メ，何レモ
0．1％ナリ．

 最モ注目スベキハ，大箪核球ノ消長ナリ．

 帥チ本二二ハ細菌ノ二二内注射ゴヨリ末梢血

液中二大二二球増多症ヲ惹起セシメシ家兎（最

高15．6％）＝胸管痩ヲ形成シ，軍二時聞二二ケ

ル淋巴液ノ放出：量ヲ可及的多カラシメント企書

セルモノナリ．サレバ淋巴液ノ放出ニヨリ二二

血液内ノ淋巴二二ノ著減スルハ自明ノ三二ナ

リ．然ル昌此ノ時流血中ノ大輩核球ノ百分率ハ

淋巴球ノ減少ニヨリ全ク二二ヲ示サズ，中ニハ

却テ釜々増加ノ傾向ヲ示セルモノアリ．殊二第

1號家兎ニテ！・術前流血中ノ予輩核球ハ7・4％

ニテ，著シキ大詔核球ノ増加トハ構シ難カリシ

モ，術後10時間ニシテ17．0％ノ大軍核球ヲ認メ

｛＞6％ノ増加ヲ示セリ．而シテ此ノ時淋巴球ハ

12．5％ノ減少ヲ示シオレリ．

  第5節 葡萄状球菌静脈内注射＝テ

     死亡セル家兎ノ剖桧所見

 前記セル如ク，細菌ノ静脈内注射ニヨル胸管

淋巴液細胞ノ槍索ハ色素液或ζハ墨汁ヲ注射セ

シ場合ヨリモ，長期間ノ観察ハ困難ニテ家兎ハ

ー般歌態悪化シ死亡ス．

 余ハ家兎ノ死亡後，直二是ヲ剖検シ，各内臓

器ノ病攣ノ有無ヲ槍索セリ．其ノ肉眼的所見ノ

概略ヲ述ブレバ次ノ如シ．

  第1號家兎

 1）腹壁内面一般＝7ca濁腫脹ノ観アリ，所々

       ノ細血管充牽シ色一般二二シ．2）左心室前面心

尖部二近ク，心臓ノ面二次粟粒大ノ膿瘍3個ヲ

認ム．3）爾二二下葉二大サ小指頭面大不正形

ノ出血二二個．4）肝臓前ノ二二小指頭二大不

正形ノ膿瘍1個．5）爾側腎臓表面二次粟粒大

ヨリ粟粒大ノ膿瘍9個ヲ認メ割面同大ノ膿瘍多

藪アリテー般二皮二二多シ．6）小腸下部i漿膜

下二二粒大膿瘍5個ヲ認ム．

  第2號家兎

 1）腹壁内面張ク潤濁腫脹ノ観アリテ細血管

充盈シ粟粒大ノ膿瘍十数個散在性二二メシム．

2）左大腰二二粟粒大膿瘍2個．3）爾側腎臓

表面二大サ次粟粒大ヨリ粟粒大膿瘍十数個，割

面同大ノ膿瘍十数個ヲ認メ皮質二野シ．4）胃，

大腸下部ノi漿膜下二次粟粒大膿瘍各々3個．

5）左肺下葉小指頭面大不正形出血竈多数．

  第3號家兎

 1）腹壁内面一般二強ク潤濁腫脹ノ観アリ，

細血管充盈シ色紅シ．2）腹壁ニテ肝臓昌近ク

粟粒大膿瘍2個．ゴ）肝前面ニテ小指頭面大不

正形ノ膿瘍1個．4）二二腎臓表面二次粟粒大

ヨリ粟粒大ノ膿瘍13個絵リヲ認メ割面同門多数

ノ膿瘍アリ．一般二皮二二多シ．右腎孟ハ黄緑

色ノ膿ヲ以テ充テリ．6）肺右中，下葉二三指

頭面大不正形ノ出血竈アリ．

  第4號家兎

 1）腹壁内面潤濁腫脹ノ観アリ．2）肝前面

二丁指頭二大不正形ノ膿es 1個．3）爾側腎臓

表面二粟粒大乃至次粟粒ノ膿瘍十数個ヲ認メ，

二二孟＝ハ黄緑色ノ膿ヲ充タセリ．4）脾臓全

面＝帽針頭大不正形ノ出血竈4個アリ．5’）爾

側肺下葉二二指頭面大不正形ノ出血竈ヲ認ム．

第3章総括並二考按

健康家兎4二二葡萄歌球菌ノ生理的食豊水浮 游液ノ”定量ヲ静脈内注射シ，末梢血液内＝大

［ 13 ）
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箪核球増多症ノ惹起セラル・ヤ，直二手術二着

手シ，胸管痩ヲ形成シ，該痩孔ヨリ流出スル淋

巴液ヲ弓取シ細胞数ヲ算定後「ノイトラル赤・ヤ

ーヌス緑門生二丁門標本並二固定染色標本ヲ利

用シ細胞ゾ形態學的槍索ヲ行ヒ，更二二胸管痩

ヨリ流出スル淋巴液ヲ2日乃至3日間＝互 ）J 一
                へ定時間毎二探取シ，併セテ是等ノ場合二二ケル

末梢血液白血球像，二二大軍核球ノ消長二丁キ

観察セリ．

 1）生磯ノ細菌感染ニョリテ，末梢血畠中二

大箪核球増多症ノ惹起セラル・事ハ多数ノ先人

ノ等シク認ムル庭ナリ．殊二大二二球ノ骨髄稜

生読ヲ支持スル學者等ハ生艘ノ細菌感染ニテ大

回核球ハ流血中ノ骨髄性細胞ト増減ヲ共ニシ，

且血液中二大軍核球増多症ヲ認ムル際，骨髄二

刺戟二丁が存在スル憎憎ヲ主張ス．

 帥チRubinste｝n（1901）ハ蓮謡歌球菌，「テレ

ビン油，蛋白，脾臓エキス」等ヲ静脈内昌注入

後，家果肋骨弓言及ビ末梢血液細胞ヲ比較槍討

シ，大息核球ハ骨髄細胞ト同一族ニテ白血球増

多症ヲ惹起セシ一二ル場合記者ハ二心シテ増加

シ鼠輩核球ハ未成熟ノ儘，流血中二遊離シ漸次

原形質中二二三ヲ生ジ「ミエロチーテン」ヲ経テ

穎粒性多核白血球皇移行スト稻セリ．

 更二：Naegeliハ化膿，激烈ナル炎症，「クルe一・

プ性肺炎，狸紅熱等ノ際，骨髄組織ノ作用高マ

ルト共二大三二球ハ増加スト稻セルハ周知ノ事

實ナリ．：Frehse（1923）ハ種々ノ炎症疾患及ビ蛋

白質，牛乳等ノ筋肉内注射ノ際，大箪核球ノ増

減ハ二心性白血球ト相並行スル故，骨髄性白血

球ト同一刺戟ニヨリ血行二遊離スト述べタリ．

余ハ二二述ペタル如ク最初1頭＝ハPro． kg．

0．15mgノ黄色葡萄状球菌ノ生理的食盤水浮游

液ヲ静朕内注射セシ虞，下記ヨリ2．5％ノ増加

ヲ示セルノミニテ死亡セリ．更二本實二二於テ

記載老ル4頭ノ家兎ノ内ジ第1號家兎及ビ第3

號家兎＝於テハ最高9．5％ノ大二丁球ヲ認ムル

ニ反シ（第3號家兎超生酒染色標本），第2號二

二第4號家兎＝テハ最高15．6％ノ武輩核球ヲ認

メタリ（第2號家兎固定染色標本）．

 即チ葡萄歌球菌ノ静脈内注射ニテ常二必ズ著

明ナル大軍核球増多症ヲ認了得トハ云ヒ難ク，

時二大輩核球増多症ヲ惹起スル事ナク死亡セル

例スラアリ．コハ細菌ノ毒力ノ強弱ト生子ノ個

膿差＝ヨルモノナラム．

 2）末梢血液申＝大箪核球増多症ノ起ルヤ，

直二手術ニヨリ作りタル胸管痩ヨリ流出スル淋

巴液中ノ白血球敏ハ最高39700，最低21600，

卒均33400ニテ健康家兎ノ卒均値37200二比シ

僅二少キが如シ．而シテ夫ノ細胞成分ノ殆ンド

全部ハ淋巴球ニテ「ノイトラル赤・ヤーヌス緑超

生髄染色標本ニチハ総白血球中99．62％ハ淋巴

球二島シ，内小形淋巴球86．60％＝テ，中形淋

巴球：ハ7．80％，大形淋巴球ハ5．22％ヲ占メ，其

ノ他ノ細胞トシテ大野核球様細胞ハ0．05％，組

織球ハ0．32％ナリ．固定染色標本ニチハ小形淋

巴i球79．42％，中形淋巴球ハ11．82％，大形淋巴

球ハ8．2％ヲ占メ，其ノ他ノ細胞トシテ組織球

ヲ0．50％認メタリ．

 而シテ末梢血液中二超生髄染色標本＝テハ亭

均1】．60％，固定染色標本＝テハZF均12．17％ノ

高度ノ大箪核球増多症ヲ認ムルニ不拘，胸管淋

巴液内ニハ超生艘染色標本ニチモ，固定染色標

本＝テモ大野核球ヲ認メズ．

 今，健康家兎胸管痩形成時ノ淋巴液中ノ大形

淋巴球ノ出現as ・F細菌静脈内注射家兎ノ二三形

嚢二幅灘雛霧謙欝嚢
子0．5％，雫均1．3％＝テ固定染色標本＝テハ最

高35％，最：低0．6％，卒均1．56％ナル＝，細菌

注入家兎ニチハ超生能染色標本ニチハ最高7．0

％，最低3・0％，平均5・22％，固定染色標本ニ

チハ最高12．1％，最低4．7％，平均8・20％ヲ示

ス．

 EPチ細菌注射家兎胸管淋巴液中ノ大形淋巴球

ハ健康家兎＝比シ，李均値s於テ約4倍！高…率

ヲ示ス．而シテ，コハ既二余が述べタル如ク，

細菌注射ニヨリ淋巴系統が刺毯反慮現象ヲ呈セ

ルラ知ル標照ナリ．

 3）連績的n流出界ル胸管淋巴液ヲー定時間

［ 14 ）
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二探取シ夫ノ白血球数及ビ百分率ヲ楡索スル

ニ，白血球数ハ痩孔形成後，少クトモ数時間内

ニチハ著シキ攣動ヲ示サザルモ，24時間以後二

於テハ著シキ面心ヲ示サザルモ，24時闇以後二

於テ漸次減少シ，術後3日目昌至リテハ虚数イ

約1／3二減少ス．帥チ家兎第4號躍テハ痩孔形成

時37700アリシ白血球ハ術後3日目ノ60時間後

ニチハ12200＝減少セルが如シ．

 而シテ心計形成時既二画面，大形淋巴球ハ健

康家兎ヨリ高率ナルモ時間ヲ経ル＝從ヒテ漸次

増加シ，第3號家兎ニチハ超生艦染色標本ニテ

35時間後嗣ハ手術直後ヨリ7．2％ノ増加ヲ示シ，

固定染色標本ニチハ第4號家兎ノ60時間後二

6．9％ノ増加ヲ示セルが如シ．

 又観察中，屡々組織球ヲ認メタリ（最高2．0

％）・

 大副核球様細胞ヲ時二二獲高聴ルモ最高0・2％

二過ギズ．然ルニ大軍核球ハ全観察申是ヲ認メ

ズ．

 4）胸管痩形成ニヨリ淋巴液ヲ可及的多量二

流出セシメタルニ，手術後二二数時間ニシテ肖

血球数ハ減少シ時間ヲ経ルニ從ヒテ温々著減

シ，家兎第4號ニチハ術前23100アリシ白血球

歎ハ術後56時間目ニハ6500 ＝減少シ点数ノ1／3wt

トナリ，其ノ差ハ16600ナリ．

 而シテ末梢血液白血球数ノ減少二絆ヒ淋巴球

モ減少シ，家兎第3號ニチハ超生魚染色標本ニ

テ術前33．5％アリシ淋巴球ハ34時間後ニハ5・7

％トナリ，固定染色標本ニテ同ジク34時間後ニ

ハ術前35．7％アリシモノガ11．5％トナリ，共ノ

差上各々 27．8％及ビ24．2％ナリ．

 更二痩孔形成後2日目，3日目ニテ末梢血液

中二屡々強嗜肇基性心形質ヲ有スル淋賎球ニ

テ，一細胞内二2個ノ圓形核ヲ有スル未熟ナル

淋巴球ノ出現ヲ認メタリ．コハ血液中ノ淋巴球

ノ不足ヲ充墳スル目的ヲ以テ他ノ淋巴系統ヨリ

未成熟淋巴球ノ補充サレタルモノナラム．

 而シテ末梢血液内ノ淋巴球ノ著tw ＝モ不絢，

大箪核球ノ百分i率ハ全ク動揺セズ却テ釜々増加

ノ傾向ヲ示セリ．殊＝第1號家兎ニチハ術前流

血中ノ大軍核球ハ7．4％ナリシモ，術後10時間

ニシテ17．0％ノ大軍核球ヲ認メ，而シテ此ノ時

淋巴球ハ125％ノ著減ヲ示シオレリ．

結

 健康家兎4頭ゴ葡萄状球菌ノ生理的食油水浮

游液ノー定量ヲ静脈内注射シ，末梢血県内二大

輩核球増多症ノ惹起セラル・ヤ（最高ノ15．6％

増加）直二手術ニョリ胸管痩ヲ造り寂声孔ヨリ

流出スル淋巴液ヲ採取シ細胞数ノ算定，「ノイ

トラル赤・ヤーヌス魚蝋生面染色標本並二固定

染色標本＝ヨル細胞ノ形態墓的面面ヲ行ヒ，以

テ淋巴液内大軍核球出現，増加ノ有無ヲ観察

シ，更＝該胸管痩ヨリ連績流出スル淋巴液ヲ12

時間乃至3日聞二互リー定時間毎昌採取シ，該

山中ノ細胞成分ノ：量的及ビ質的ノ検索ヲ行ヒ，．

併セテ是等ノ場合二於ケル末梢血液白血球成

分，殊ユ大軍核球ノ漕長ヲ観察セ））．而シテ次

ノ如キ結論ヲ得タリ．

 1．葡萄歌球菌ノ静脈内注射ニョリ末梢血液

血

中＝高度ノ大輩核球増多症ヲ惹起ス（最：高15．6

％）．

 2．末梢血液二高度ノ大軍核球増多症ヲ面上

セル直後造リタル胸管痩ノ淋巴液1cmm中ノ白

血球数ハ最高39700，最低21600，李均33400ナ
リ．

 而シテ細胞ノ殆ンド全部ハ淋巴球二厩シ，超

生禮染色標本ニチハ総白血球中淋巴球ハ99．62

％ニテ内小形淋巴球86．60％，中形淋巴球7．80

％，大形淋巴球ハ5．22％昌テ其ノ他ノ細胞トシ

テ大一二直様細胞O．05％，組織球0．32％ヲ算

ス．固定染色標本ニチハ99．44％ノ淋巴忌中，

小形淋巴球79．42％，中形淋巴球11．8Z％，大形

淋巴球8．20％ヲ占メ，其ノ他ノ細胞トシテ組織

球ヲ0．50％ヲ高邑タリ．
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 3．末梢血液中二高度ノ大軍核球増多症ヲ認

ムルニ不拘，淋巴液中ニハ大輩核球ヲ認メズ．

 4．更二前記痩孔ヨリ連綾的＝流出スル胸管

淋巴液ヲー定時間毎二採取検索シ数日間二互リ

テ観察スルs白血球数ハ漸次時ト共二減少シ術

後3日目＝ハ原数ノY3トナレルモノア・aJ（家兎

第4號）．但シ，大形淋巴球ハ痩孔形成直後二

於テ既二健康家兎ヨリ高率ヲ示スモ，術後釜々

増加シ（最高ノ7．2％増加），屡々直接及ビ間接

核分裂像ヲ示スモノアルヲ認メタリ．叉観察中

屡々組織球ヲ認メ最高2．0％二達セルモノアリ．

 大輩核球ハ全槻察中認メズ．

 5．一方末梢血液＃於テハ胸管淋巴液流出後

数時闇ニシテ淋巴球数ハ著明二減少シ，最高減

少例ハ術前トノee 27．8％ヲ示セリ．

 カク淋巴球減少ノ著明ナルニモ不拘，血液ill

ノ大輩核球ノ百分率ハ絡始殆ンド動揺ナク，依

然高率ヲ績ケ，中ニハ却テ更二強ク増加セルモ

ノスラアリ（術前ゴリ9．6％増加シ17．0％トナ

ル）．

 6．淋巴液ノ固定染色標本ノ或ルモノニテ，

葡萄歌球菌ヲ認メタリ．

文 献 後 出
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